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論 文 内 容 の 要 旨

牛アデノウイルス3型(BAY-3)による造腫癌性の研究において,構化した細胞が生体内で腫癖を形

成する過程に,宿主-ウイルスの相互関係,特に宿主の免疫反応が重要な役割りを担っていることが解明

されて来ている｡ ウイルスによる癌化細胞が増殖して出来る腫癌と,その成長を左右する宿主の免疫反応

の相互作用を,より明確に解析する目的で,以下の実験を行った｡

1) BAY-3によって形成される腫癌に対する宿主の抵抗性を解析する為に必要な, 同ウイルス誘発

腫疹株化細胞を樹立し,諸性状を検討した｡

① 34代継代時で,doublingtimeは20時間であった｡

㊤ 至適 pHは6.2,中性域では成育が抑制された｡

③ 蛍光抗体法により,BAY-3誘発腫疫に特有なT抗原を核内に認めた｡

④ 成熟-ムスターに対して,100個で造腫癌性があった｡

⑤ BAT-6細胞からは,いかなるVirusも誘発できなかった｡

2) 次に BAV-3の造腫癌性について検討した｡新生児ハムスターに野生株を接種すると,3ケ月後に

は直径 3cm以下の,非増殖性腫疫を93%に,残り7%に3cm以上の増殖性腫癌を認めた｡一方クロー

ン株接種の場合は,約50%に増殖性の腫疫がみられた｡この非増殖性の腫癌をつくる野生株から,抗腫癌

免疫の成立に重要な役割りを担うウイルス の分離を試みた結果,非発癌性の変異株 (WB-PSvariant)

を分離した｡この変異株は,

① 豚腎継代 (PS)細胞に CPEを示して増殖する｡ (野生株は PS細胞に CPEを示さない｡)

㊤ ハムスタ-胎児細胞で,PCEを示さないが増殖することから,ハムスター体内での増殖が示

唆された｡

③ 蛍光抗体法により, BAV-3に特有なT,S及びⅤ抗原形成が証明された｡

④ 新生児ハムスター接種で,BAT-6細胞に対する抗移植免疫を成立させた｡
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3) 更に,宿主-ムスターに対する種々の免疫処置の影響について検討した｡

① 野生株で免疫した成熟-ムスターは,BAT-6細胞に抗移殖性を示した｡

④ 新生児ハムスターに野生株を接種して,抗胸腺細胞兎血清 (ATS)を操り返し腹腔内接種した

結果,野生株にもかかわらず,54.5%に増殖性腫癌を認めた｡

③ 成熟ハムスターをⅩ線照射 BAT-6細胞で免疫し,104個の BAT-6細胞を接種したところ,

腫疹形成率は40%に抑制された｡

④ クローン株を新生児ハムスターに接種後,Ⅹ線照射 BAT-6細胞で免疫すると,非増殖性の

腫疫が75%に増加した｡

⑤ 非増殖性腫癌担体ハムスターの牌臓細胞で,成熟ハムスターを免疫したところ,BAT-6細

胞に対して弱いながら抗移植性を示した｡

以上の結果より,BAY-3の造贋疹性には,宿主の免疫反応が重大な関わりを持っており,宿主で増

殖可能な ウイルスが免疫を与える可能性と,種々の免疫処置が造腫癌性を抑制する事実が明らかになっ

た ｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

牛アデノウイルス3型を新生児-ムスターの皮下に接種すると約1カ月後未分化の肉腫を形成すること

が知られている｡ 著者は牛アデノウイルス3型の造腫癌性について,宿主-ウイルスの相互関係特に宿主

の免疫反応が果す役割を解析するために以下の研究を行った｡

(1)牛アデノウイルス3型により-ムスターに形成された腫癌の株化細胞を樹立して,そのクローンを

とり性状を調べた｡T抗原を保有していて,成熟-ムスターに高い移植性を示した｡

(2) 牛アデノウイルス3型野生型を接種されたハムスターは非運展性の腫癌を作るが,クローン化ウイ

ルスは進展性の腫癌を作る｡この野生型ウイルスから非発癌性であるが抗腫癌免疫を与える変異ウイルス

を分離し,その性状から宿主で増殖可能なウイルスが免疫を与える可能性を示した｡

(3) 宿主ハムスターに対する免疫抑制処置がクローンウイルスの進展性腫疹形成を抑え野生型ウイルス

と同じ非進展性腫癌を形成すること,或いは腫癌細胞の移植を抑制する事実を示した｡

以上,本論文は抗ウイルス腫癌免疫を理解するために貴重な知見を加えたものであり,医学博士の学位

論文として価値あるものと認める｡
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